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瀬地山 敏 教授 著作目録

研究業績は,ケ インズの経済理論に関係するものとそれから展開 ・派生 して研究した領

域に関するものに大別される。

臼]ケ インズ理論

ケインズの価格理論.経 済 論 叢 第95巻 第2号1965年2月

… ズ体系・おけ・・ク・と… 甲輸 騨 義器})第蜷 第 ・購 ・月

マ ク ロ均 衡 と期待 経 済 論 叢 第119巻 第4・5号1977$4月

期待 ・物価 ・産出量..響 繍 経済学博士論文 ・98・年1月

失業とイ・フ・一・・ン 瀬轡 甥 著(1隔壁P/19・ ・年・月

資本の限界効率と使用者費用 経 済 論 叢 第139巻 第1号1988年1月

[2]生 産 ・消費 ・資本 をめぐる論争

標澹商品の意義 経 済 論 叢 第III巻 第1号1973年1月

斉本蓄積と生産関数.....経 済 論 叢 第111巻 第5・6号1973年5月

剰余価値率の測定...経 済 論 叢 第114巻 第1・2号1974年7月

… フ・の縣.一 蟄 静 藷蝿 騨 命噺 斉1978年

価値学説 『鷲 醜 跨悌 港(東 洋 ・978年

備考:こ の一連の研究は,ケ インズ理論 を定式化するのに遭遇 した論点を解明する.

のに必要であったと同時に,つ ぎの[3]の 研究の基礎となった。

[3]産 業の構造と発展

現代多国籍企業の技術選択 日本貿易振興会...
1983年(吉見威志氏と共著)

EconomicDevelopmentandthe
tureoflndustries・ ・… 瓶 無 親 灘 糟 鑑 ℃ 、988年1。,

No,2

「産業構造」か蜆 ・技儒 勧 請 ・.・・繍 …3・No .10…1轡 、1月

産業構造と価格分析 経 済 論 叢 第146巻 第1号1990年.7月
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.[4]経 済 シス テ ムの 時 間 的 叙 述 あ る.いは進 化 ・複 雑 系 と して の シス テ ム

企業行動 と利潤の最大化(一)

企 業行動 と利潤の最大化(二)

企業行動 と利潤の最大化(三)

企業行動と利潤の最大化(四)

OnNashSolution

ボ ス.ト・ケインジアンの新 しい模索

経済分析における 「時間」の重要性

時間 ・不確実性 と貨幣

複雑系としての経済

甲 南 経 済 学 論 集 第8巻 第4
.号(通 巻 第78号)

甲 南 経 済 学 論 集.第8巻 第5

号(通 巻 第79号 〉

甲 南 経 済 学 論 集 第8巻 第6

号(通 巻 第80号)

甲 南 経 済 学 論 集 第9巻 第1

号 〔通 巻 第81号 〉

職 ♂ κyo置oUπ 畑r5猷y&'onひ
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